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＜連絡事項＞

・5/7（月）　部署懇談会　時間18：30～21：00　場所：鼓（フルーツパーラー小田原2階）

・5/7（月）　ローテーション研修　竹花SW（3日間）

・5/8（火）　ローテーション研修　看護学生（2日間）

・園芸の企画書が決裁となり、物品が揃い次第実施していく事とする。今年度は畑の奥半分を使用し、デイケア・デイナイト・ナイトの合同で行う事としており、来週より利用者様へ実施の説明を行う。詳細については、プログラムフォルダ内の企画書を各自で確認しておく事とする。

＜利用者様情報＞

・細越　定生様～昨日、明日の食事のキャンセルについて不満を訴え、前日の12時以降はキャンセルが出来ない事を説明している。スタッフの対応が遅れた事や聞いている事に対しての明確な解答がなかった事で易怒性を示す事があった為、本人の訴えを傾聴し自分の行動を振り返って頂くようにする。
・新堂　寿子様～外来診察にて眠剤は眠れている事から不要と話し、フルニトラゼパム（眠剤）が止めとなっている。また、デイケア利用について、毎月第2金曜の希望聞かれ主治医より許可となっている。

・下町　サン子様～夜間、不眠で経過し日中の居眠りが見られるも、昼食の準備等は行う事が出来ている。幻聴に左右され不眠となっている可能性も考えられるため、幻聴の有無を確認し、不安等の傾聴をしていく事とする。また、プログラムの参加状況や居眠りの有無も観察していく事とする。

・柳町　信之様～本人より、入浴を2週間に1回にしたいと希望聞かれている。理由について確認すると「痒くない」「汗をかいていない」「生活が忙しい」等の返答がある。入浴の必要性について説明すると了承し、現在の週1回の利用を継続していく事としている。

・八木橋　牧雄様～来所時から鼻汁・目の痒みを訴え、体温37.2℃で「だるくて寒気がする」と繰り返し話されている。帰宅後は暖かくして休むよう説明している。本日、9：40に来所し抗酒剤を服用しているが、身体不調の訴えは聞かれていない。

＜疾患別診療計画立案＞

駒木　洋士様（59）男性　昭和28年3月2日　担当医：猪股Dr　担当：柴田・川井

主病名：非定型精神病　合併症：椎間板ヘルニア

入院歴
①平成7年5月1日～平成7年12月24日

②平成8年12月27日～平成22年10月16日

治療歴
デイケア（平成22年10月25日～）・訪問看護

現在の状況
抑うつ状態（思考抑制憂うつ）

躁状態（多弁、感情高揚）

※躁状態に注意→病識希薄、怠薬、外出の多さ、就労希望が出現する

利用目的　再発せずに、現在の生活を維持する。

内容　疾病教室、自主活動（余暇時間の使い方）、健康管理と栄養指導（体重増加傾向）、日常生活動作（雨天時に外に洗濯物を干す事がある、病状悪化時は金銭管理（浪費傾向）が出来なくなるため）

目標

長期目標：再発せずに、現在の生活を維持する。

中期目標：①継続して通所し、生活リズムを崩さず服薬を行なう。

②不調や不安等を言語化し、スタッフへ伝えることができる。

③食事と運動に気を付け、健康的な生活を送る。

短期目標：①デイケアを週3回休まずに利用する。

②その日の体調についてスタッフに報告する。

③運動プログラムは出来る範囲で動くようにする。

治療計画：①通所日には内服状況、病状、生活状況を観察、確認し、利用日の通所を促していく。

→気分の落ち込みの有無を観察し、耳鼻科受診等の日程調整を行いながら、通所の利用を促していく。

②自宅での作業状況（資格取得の為の勉強）を確認し、疲れの有無を確認し躁転を防ぐ。

→自宅での作業状況（資格取得の為の勉強）、疲労感の有無や夜間の睡眠状況を確認し、休む時間も取るようアドバイスを行い躁転を防ぐ。

③運動プログラムへの参加を促し、参加状況の確認をする。また、腰に負担の掛からない運動や、体調不良の場合は出来る範囲での運動を行う事を促していく。

→本人と話をして、腰痛がある際の運動内容や身体に負担のない内容を検討していく。また、体重増加傾向にある為、食事摂取量の確認や腰に負担の掛からない運動を促す。

＜外来情報＞

・川村　亨様～時折、帯状疱疹が痛むとの事で現在も内服をしていると話す。精神症状は安定しているとの事。
